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全紙で取り組む地域と一体となった
古紙リサイクルの推進
名古屋リサイクル推進協議会

実施期間
1999年3月～
実施地域
愛知県名古屋市全域
活動概要
名古屋リサイクル推進協議会は、1999年 2

月、名古屋市「ごみ非常事態宣言」発令を受け
て、同年 3月に設立され、古紙リサイクルに
取り組むため在名新聞各社、各系統新聞販売
所、製紙会社、古紙回収業者、市民団体など
に働きかけ、学区協議会方式回収システムを
構築、その拡大推進に取り組む活動を率先し
て取り組んできた。
新聞販売所は学区連絡協議会への働きかけ

や他の回収方法との調整のほか、告知チラシ
を無料作成・配布し、回収を呼びかけている。

2009年の回収量は、新聞 2万 2,793トン、
雑誌9万915トン、その他6,251トンの計3万

8,959トンを回収するなど、活動開始直後よ
り増加している。

＊
名古屋リサイクル推進協議会＝中日新聞社、中日新聞
販売所約270店などで組織。澤田常雄（さわだ・つね
お）代表。

◉

◉

◉

1．名古屋リサイクル推進協議会設立の経緯
平成11年1月25日、名古屋市は名古屋港西1区にある藤前干潟を次期ごみ
埋立て処分場とする計画を断念した。その理由は藤前干潟が渡り鳥の飛来地
だったため自然環境を保全することだった。当時、ごみの処分については、
旧南陽工場が操業を停止し、愛岐処分場が 2年後には満杯になる、という状
況で、焼却・埋立ての両面で限界に直面していた。
そこで、同年 2月18日、名古屋市は松原武久市長のもと「ごみ非常事態宣
言」を発令した。この中で、平成10年度当時のごみ量114万トンから20万ト
ン減量する目標が掲げられた。そのごみ減量の主たる方法は、リサイクルの
推進であった。
その一方、当時の家庭から排出される古紙の量は、新聞8万1千トン、雑誌

2万3千トン、段ボール2万1千トン、総計12万5千トン、と推計され、その
うち40％の 4万 7千トンしか資源回収されておらず、残りの60％はごみとし
て処理されていた。この実態を鑑みて、ごみ減量 20万トン達成のためには、
古紙リサイクルはどうしても取り組まねばならない施策の1つとみられていた。
このような社会状況の中、平成 11年 3月 18日、中日新聞社と名古屋市内
の中日新聞販売店は折込広告会社にも呼びかけて、古紙リサイクルに取り組
むために「名古屋リサイクル推進協議会」（以下、当会という）を組織した。
2．リサイクルステーションの開催の告知チラシの作成と折込み配布
当会発足後の翌 4月には、まずすぐにできることから取り組んだ。それは、
リサイクルステーションの開催告知の支援である。リサイクルステーション
とは、家庭から排出される新聞古紙を含む 11品目の資源をリサイクルのため
に回収する拠点のことである。この回収活動は、企業スポンサーと回収業者
の協力および行政の補助金で中部リサイクル運動市民の会（特定非営利活動
法人）が平成 3年から行っていたが、その活動の認知度は低かった。そこで、
当会は拠点会場ごとに無償でチラシを作成して各会場周辺に 1万枚を中日新
聞に折り込んで地域住民へ周知徹底を図った。その結果、前年同月対比で 3

倍から 8倍の回収量を記録し、中日新聞の告知力の高さを示すこととなった。
会場数も当時は20会場だったが、現在は45会場、総計34万枚のチラシを配
布している。

■ 回収実績の推移（単位：トン）

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 

新聞 12,297.3 22,708.9 25,813.1 27,409.7 28,134.9 29,180.5 28,534.4 27,864.1 25,680.9 22,793.6

雑誌 5,964.0 10,628.1 11,313.0 11,554.9 11,541.1 11,394.1 11,474.5 11,747.0 11,083.8 9,915.5

段ボール 2,605.3 5,056.3 5,755.0 5,989.5 5,814.0 5,840.2 5,768.4 5,752.0 5,498.2 5,255.9

牛乳パック 88.8 138.9 141.2 141.1 136.7 122.5 114.9 115.2 109.0 98.3

古着 968.1 1,523.0 1,657.8 1,600.8 1,578.4 1,504.1 1,463.7 1,491.5 1,233.2 894.5

アルミ缶 2.5 2.0 2.1 1.6 1.4 1.6 2.1 2.2 2.1 1.6

合計 21,926.0 40,057.2 44,682.2 46,697.6 47,206.5 48,043.0 47,358.0 46,972.0 43,607.3 38,959.4

学区数 114学区 140学区 148学区 160学区 165学区 168学区 169学区 171学区 173学区  171学区

■ 告知チラシ

■ 作業状況

■ 古紙回収中

⬇

⬇

⬇

集積された古紙等の資源は、担当の組合員（回収業者）
が回収します。

各地域の方は、決められた
日の朝、古紙等の資源をス
テーション（町内で決められ
た場所＝ステーション方式
の場合）に持って行きます。

回収された古紙等の資源は、古紙問屋へ運び込まれま
す。

古紙問屋へ運び込まれた古紙等の資源は、選別・梱包・
加工され、製紙メーカー等へ出荷されます。

■ 名古屋リサイクル推進協議会　活動の歩み

集団資源回収の活性化を図るための協議を重ねた結果、地域の特性を生か
した学区協議会方式が生まれた。
これは、小学校下単位で町内会長などで組織する学区連絡協議会と新聞販
売店古紙回収業者が緊密に連携をとり、拠点もしくは戸別の回収を行う方法。
回収エリアの均等化と効率化が図られ回収量の増加に大きく寄与した。販売
店は協議会への働きかけや他の回収方法との調整、告知チラシの作成・配布
が役割。そのために、平成 11年 8月に「なごや古紙リサイクル協議会」を発
足させ、翌年4月からスタートしている。

■ 学区協議会方式による集団資源回収の実施

名古屋市「ごみ非常事態宣言」発令により
関係団体と協力して推進
地域の資源回収の活性化に寄与
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葬儀案内、小中学校報の無料製作と折込
～町の情報ステーションを目指して
有限会社坂本ニュース販売　代表　伊藤　隆

実施期間
1988年11月～
実施地域
岐阜県中津川市坂本地区
活動概要
有限会社坂本ニュース販売代表の伊藤隆さ

んは、岐阜県中津川市坂本地区で 1988年 11

月から、住民同士のつながりが密接な地域の
役に立とうと、いつでも掲載を受け付ける態
勢で年間約80件の葬儀案内の無料製作、折り
込み活動を行っている。これは同地区でお亡
くなりになる方の90数パーセントにあたる。
また、2年前からは近隣の販売店とも協力し
て、メールでのお悔やみ情報やごみ収集日、
休日診療所などをお知らせする無料サービス
も始めている。このほか、9年前からは、荒れ
た中学校を何とかしたいという思いから、学
校の出来事を知らせるミニコミ紙「School 

Bus」を創刊、無料印刷、折り込みを行ってい
る。
このような地域に根付いた活動は地元ロー
タリークラブから地域貢献の表彰を受けた。

＊
伊藤隆（いとう・たかし）

◉

◉

◉

携帯メールで受信

年間約80件にのぼる葬儀案内などの無料製作
地域住民へ情報提供する
地域に根差した活動

■ ミニコミ紙
 「School Bus」

■ 学校報を製作
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老人福祉施設に紙おむつ寄贈
～紙おむつで、快適な入所生活を～
北國新聞北國会七尾鹿島支部

実施期間
2003年8月5日～年1回寄贈
実施地域
石川県七尾市、中能登町
活動概要
石川県七尾市、中能登町の北國新聞北

ほっ

國
こく

会
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島
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支
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部
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では、2003年から年 1回、支部
会員から募った寄付をもとに、七尾市と中能
登町の老人福祉施設に高齢者が日常的に使用
する「紙おむつ」を寄贈している。
快適な入所生活を過ごしてもらいたいとい

う思いから寄贈を始めて 8年、これまでに延
べ 82の老人福祉施設に 2万枚を寄付してい
る。
寄贈先からは感謝の手紙や施設内で発行し

ている広報誌に掲載されるなどの反響があっ
た。

＊
北國新聞北國会七尾鹿島支部＝北國新聞系統の 30販
売所で組織。石端潤（いしばな・じゅん）支部長。

◉

◉

◉

会員から入居者に直接、「紙おむつ」を手渡している光景

■ 老人福祉施設からのお礼の手紙

■ 北國新聞掲載記事一覧

北國新聞　2009年8月5日付朝刊

北國新聞　2008年8月5日付朝刊

北國新聞　2007年8月5日付朝刊

北國新聞　2006年8月5日付朝刊

北國新聞　2005年8月5日付朝刊 北國新聞　2004年8月5日付朝刊 北國新聞　2003年8月8日付朝刊

北國新聞朝刊紙面で掲載された記事です。北國新聞北國会七尾鹿島支部では、2003年よ
り、七尾市と中能登町の高齢者福祉施設に対して、毎年2,500枚の「紙おむつ」を寄贈し
ています。

■ 紙おむつ寄贈先リスト

回 開催日 主な寄贈先
寄贈
箇所

寄贈
枚数

1 2003.8.7 七尾市津向町老人保健施設「和光苑」 9 2,500

2 2004.8.4 七尾市矢田町特別養護老人ホーム
「あっとほーむ若葉」

9 2,500

3 2005.8.4 七尾市津向町特別養護老人ホーム
「エレガントなぎの浦」

9 2,500

4 2006.8.4 七尾市中島町特別養護老人ホーム
「秀楽苑」

11 2,500

5 2007.8.4 中能登町西馬場
特別養護老人ホーム「鹿寿苑」

11 2,500

6 2008.8.4 七尾市千野町介護老人ホーム
「千寿苑」

11 2,500

7 2009.8.4 七尾市中島町老人保健施設「寿老苑」 11 2,500

8 2010.8.4 七尾市津向町老人保健施設「和光苑」 11 2,500

合　　計 82 20,000

支部会員の寄付による
紙おむつを老人福祉施設へ寄贈
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ふれあい募金

福井新聞福井会

実施期間
2007年4月～
実施地域
福井県
活動概要
福井新聞福井会では、2007年 4月から新聞

販売店主が中心となり、従業員や来店する市
民からの善意の募金を福井県視覚障害者福祉
協会に毎年10万円ずつ寄付している。
福祉協会では、寄付金を年 4回の会報発行

に役立て、主要な新聞記事を点訳・音訳して
目の不自由な人に届けている。
活字文化の恩恵を受ける機会が限られてい

る人たちに、少しでも多く触れ合える場をも
ってもらいたいと願い始めた活動は、今年で

4年目となり、寄付先から感謝の言葉をいた
だいている。

＊
福井新聞福井会＝福井新聞系統の 87販売所で組織。
山岸寛士（やまぎし・ひろし）会長。

◉

◉

◉

■ 「ふれあい募金」の協力呼び掛けに欠かせない募金の缶（上）とポ
スター（下）

福井県視覚障害者福祉協会の小山尊士
会長（左）に「ふれあい募金」の浄財を手
渡す福井会の山岸寛士会長（右）と水野
実副会長＝2009年4月17日、福井光陽
2丁目の同協会情報文化会館

福井新聞　2009年4月18日付朝刊

2010年5月19日付朝刊

市民、従業員による善意の募金を
活字に親しんでもらいたいと願い
視覚障害者福祉協会へ寄付
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新聞の音読（脳トレ）の集い

神戸新聞名谷中央専売所　所長　佐藤鈴子

実施期間
2006年7月～
実施地域
兵庫県神戸市須磨区須磨ニュータウン全域
活動概要
神戸新聞名

みょうだにちゅうおう

谷中央専売所の佐藤鈴子所長
は、2006年 7月から、神戸市須磨区須磨ニュ
ータウン全域在住の高齢者を対象に、参加者
全員で声を合わせて新聞を音読したり、新聞
販売所作成のテキストをもとに答え合わせや
新聞記事について意見交換をしている。また、
時には新聞記者を講師として招いて話を聞く
こともある。
参加者の平均年齢は約 75歳、最高年齢は

93歳で、参加者からは子どものころに勉強を
したくても戦争で思うようにできなかったた
め、いま学べることに対する喜びの声が聞か
れる。

＊
佐藤鈴子（さとう・すずこ）

◉

◉

◉

■ 集いを呼びかけるチラシ

地元の高齢者を対象に
新聞を使った音読会を実施
参加者に喜ばれる取り組み

■ テキストの一部
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地元中学・高校への新聞提供と作文募集活動
～和歌山県田辺・白浜地区の「すべての教室へ新聞を」運動
日本新聞販売協会和歌山県紀南支部

実施期間
2007年4月～
実施地域
和歌山県田辺市、西

にし

牟
む

婁
ろ

郡
ぐん

白浜町
活動概要
和歌山県紀南支部田辺・白浜地区現地会で

は、活字離れ、読解力の低下などから、地域
の子どもたちが新聞に触れる機会を作ろうと
考え、2007年 4月から田辺市内の中学校 7校
全77教室に読売、朝日、毎日、産経の全紙を
各 1紙ずつ、祝日、休校日、新聞休刊日を除
き毎日寄贈している。
また、「すべての教室に新聞を」運動促進に
向けて新聞に関する作文を募集したところ、
中学校 9校から 440件の応募があり、その表
彰式の模様を各紙県版掲載した記事を読んだ
受賞者の父兄や学校から好評を得ている。

＊
日本新聞販売協会和歌山県紀南支部田辺・白浜地区
現地会＝和歌山県田辺市・白浜地区の 15販売所店主
で組織。櫻木伸二郎（さくらぎ・しんじろう）世話人。

◉

◉

◉

新聞情報　2010年2月3日付

地元中学校、高校へ新聞を毎日寄贈
作文コンクール実施により
新聞普及に貢献

■ 学校長あての新聞配達の連絡

■ 学校備えつけの新聞受箱

新聞情報（抜粋）　2010年2月13日付

受賞者の皆さん
■ 新聞に関する作文の募集案内

記念品の国語辞典


